
•	 資 本 金 	： 	250万米ドル（株主構成：DBJ	100%）
•	 代 表 者 	：	 CEO　藤井	康雄
•	 本社所在地	 ：	 1251	Avenue	of	the	Americas,	Suite	2330,	New	York,	NY	10020,	U.S.A.
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DBJ	Americas	Inc.	の
概要

元駐日米国大使
John	V.	Roos	氏

在ニューヨーク日本国総領事館　
総領事・大使　山野内	勘二	氏

No .42
日 本 政 策 投 資 銀 行  広報 誌
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【
ネ
ク
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
最
前
線
】

【Scenes of Solution】

動産・売掛債権担保を活用した
ABL型債務保証で
企業の資金調達ニーズに応える

【調査のわき道】

しごとづくりは人づくり
～地域内経済循環健全化の鍵となる起業支援～
株式会社日本経済研究所
社会インフラ本部　公共マネジメント部　研究主幹   小林 純子

【未来人図鑑】

福島エコクリート株式会社　
代表取締役社長　横田 季彦 氏
博士（工学）

ふるさと復興の象徴として地元に愛される会社に育てたい



　政府の成長戦略の重点項目の1つに掲げられる「人材の育成・活用力の強化」の実現に向けて、女性の力に

対する期待が高まっている。女性活躍の1つとして国や地方自治体も女性の起業に対する支援を強化している。

こうした中、日本政策投資銀行（DBJ）も、女性の新しい視点によるビジネスを新たな経済の成長と社会の変革

の原動力と捉えて、2011年に「女性起業サポートセンター」を立ち上げ、2012年から「DBJ女性新ビジネスプラン

コンペティション」を毎年実施している。

　今号では女性の活躍・起業に向けた国の支援動向とDBJ「女性起業サポートセンター」の活動、過去3回

（2015〜2017年）のDBJ女性起業大賞受賞者のビジネス事例を紹介するとともに、日本のイノベーション環境

の動向について有識者に聞く。

志を未来へつなげ！
〜女性起業家へ熱いエールを〜
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P20 未来人図鑑

福島エコクリート株式会社 
代表取締役社長　横田 季彦 氏
博士（工学）

ふるさと復興の象徴として地元に愛される会社に育てたい

P16 Scenes of Solution

動産・売掛債権担保を活用したABL型債務保証で
企業の資金調達ニーズに応える
株式会社 ゴードン・ブラザーズ・ジャパン 代表取締役社長（CEO）　田中 健二 氏

P23 調査のわき道

しごとづくりは人づくり
〜地域内経済循環健全化の鍵となる起業支援〜
株式会社日本経済研究所　社会インフラ本部　公共マネジメント部　研究主幹　小林 純子 

P03 ネクスト・ジャパン最前線

志を未来へつなげ！
〜女性起業家へ熱いエールを〜
経済産業省　経済産業政策局　経済社会政策室長　小田 文子 氏
第4回DBJ女性新ビジネスプランコンペティション「女性起業大賞」受賞　株式会社 和える　矢島 里佳 氏
第5回DBJ女性新ビジネスプランコンペティション「女性起業大賞」受賞　kay me 株式会社　毛見 純子 氏
第6回DBJ女性新ビジネスプランコンペティション「女性起業大賞」受賞　株式会社 クラウドクリニック　川島 史子 氏
東京大学教授　産学協創推進本部 イノベーション推進部長　各務 茂夫 氏
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—

企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
具

体
策
に
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に
つ
い
て
は
、多

様
な
人
材
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、生
産

性
向
上
等
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
企
業
を

表
彰
す
る「
新
・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企

業
１
０
０
選
」や
、東
京
証
券
取
引
所
と

共
同
で
女
性
活
躍
推
進
に
優
れ
た
上
場

企
業
を
選
定
す
る「
な
で
し
こ
銘
柄
」が

あ
る
。ま
た
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企

業
１
０
０
選
・
新
１
０
０
選（
注
１
）」受
賞

企
業
の
中
で
、よ
り
全
社
的
・
継
続
的
な
取

り
組
み
を
重
視
し
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
２・

０（
注
２
）」に
取
り
組
む
企
業
を「
１
０
０

選
プ
ラ
イ
ム
」と
し
て
選
定
し
て
い
る
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

女
性
管
理
職
・
役
員
比
率
を
高
め
る

べ
く
、２
０
１
５
年
か
ら
「W

om
en

’s 
Initiative for Leadership

（
通
称
：

Ｗ
Ｉ
Ｌ
）」を
実
施
し
て
い
る
。こ
れ
は「
な

で
し
こ
銘
柄
」に
選
定
さ
れ
た
企
業
等
か

ら
、将
来
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
と
な
る
部
長
ク

ラ
ス
等
の
女
性
に

参
加
し
て
頂
き
、

１
年
間
、経
営
者

に
必
要
な
知
見

の
習
得
と
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
だ
。

　

ま
た
、野
村
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・ス
ク
ー
ル
が

主
催
し
、経
済
産
業
省
が
後
援
す
る「
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
経
営
戦
略
講
座
」

を
２
０
１
７
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、米
国
ハ
ー
バ
ー
ド・ビ
ジ
ネ
ス・ス

ク
ー
ル
か
ら
毎
年
３
人
の
教
授
陣
を
招
聘

し
て
、１
週
間
、競
争
戦
略
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、マ
ク
ロ
経
営
環
境
等
に
つ
い
て
学
ぶ
企

業
横
断
的
な
合
宿
研
修
を
実
施
す
る
。

中
小
企
業
を
含
む
幅
広
い
業
種
・
規
模
の

企
業
か
ら
、第
１
回
は
66
名
、第
２
回
は
59

名
、第
３
回
は
60
名
が
参
加
し
た
。

—

次
に
、女
性
起
業
家
支
援
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
、出
産
な
ど
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
の

両
立
が
課
題
で
あ
る
女
性
の
就
労
促
進

に
は「
起
業
」が
１
つ
の
有
効
な
手
段
と
な

る
。総
務
省
の
調
査（「
平
成
24
年
度
就

業
構
造
基
本
調
査
」）で
も
、起
業
を
選
ん

だ
女
性
に
は
Ｍ
字
カ
ー
ブ
が
見
ら
れ
ず
、

ま
た
既
婚
女
性
の
半
数
以
上
が
、自
分
で

仕
事
を
調
整
で
き
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
個

人
事
業
主
の
就
労
形
態
を
希
望
し
て
い
る

が
、女
性
起
業
家
の
割
合
は
３
割
に
止
ま
っ

て
い
る
。国
の
政
策
目
標
で
は
女
性
起
業

家
の
割
合
を
３
割
以
上
に
維
持
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、一
時
期
に
比
べ
そ
の
割
合
は

や
や
減
少
し
て
き
て
い
る
。女
性
の
起
業

を
増
や
す
に
は
、女
性
起
業
家
が
増
え
な

い
原
因
を
洗
い
出
す
と
共
に
、起
業
希
望

者
を
き
め
細
や
か
に
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
。

　

で
は
、女
性
の
多
く
が
多
様
で
柔
軟
な

働
き
方
を
望
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
起
業
が
少
な
い
の
か
。経
済
産
業
省

で
は
起
業
フ
ェ
ー
ズ
を
０
・１
・２
・３
の
４

段
階（
図
表
１
）に
分
け
て
分
析
し
て
い
る

が
、そ
れ
に
よ
る
と
起
業
を
決
意
、準
備
し

始
め
る
前
の
フ
ェ
ー
ズ
０・１
層
に
女
性
固

有
の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。こ
れ
ま
で
も
地
方
自
治
体
等
に
よ
る

起
業
家
支
援
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、そ
の

中
心
は
起
業
を
決
意
、準
備
し
て
以
降
、つ

ま
り
フ
ェ
ー
ズ
２・３
層
へ
の
支
援
で
あ
り
、

フ
ェ
ー
ズ
０・１
層
に
対
し
て
は
十
分
な
支

援
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

加
え
て
地
域
差
も
あ
り
、首
都
圏
や

都
市
部
に
お
い
て
は
支
援
機
関
や
支
援
策

が
充
実
し
て
い
る
一
方
で
、都
市
部
以
外

で
は
手
薄
な
地
域
も
あ
っ
た
。こ
う
し
た

状
況
を
打
開
す
べ
く
、経
済
産
業
省
で
は

フ
ェ
ー
ズ
０・１
層
に
対
す
る
支
援
体
制
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、都
市
部
だ
け
で
な

く
地
域
を
横
断
し
て
連
携
支
援
を
整
え
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
。

—
具
体
的
な
課
題
と
支
援
策
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
ず
、潜
在
的
な
起
業
希
望
者
に
と
っ

て
の
主
な
課
題
は
、起
業
に
関
す
る
相
談

相
手
が
い
な
い
、情
報
入
手
先
が
分
か
ら
な

い
、事
業
化
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
分
か

—

女
性
活
躍
の
現
状
か
ら
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
日
本
で
は
、働
け
る
人
材
の

母
集
団
を
拡
大
し
、女
性
を
は
じ
め
多
様

な
人
材
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
。そ
こ
で
、経
済

産
業
省
で
は
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍

を
は
じ
め
と
す
る「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経

営
」の
推
進
、女
性
の
起
業
支
援
等
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

女
性
活
躍
の
現
状
を
見
る
と
、日
本
の

女
性
の
就
業
率
は
第
２
次
安
倍
政
権
発

足
後
の
２
０
１
３
年
以
降
、上
昇
傾
向
に

あ
る
。２
０
１
６
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
平

均
59
・４
％
に
対
し
て
日
本
は
66
・１
％
で

米
国
よ
り
も
高
い
。ま
た
、年
齢
別
女
性

就
業
率
で
は
、か
つ
て
は
女
性
が
結
婚
、出

産
、育
児
に
よ
っ
て
職
を
離
れ
、30
代
を
中

心
に
働
く
女
性
が
減
少
す
る「
Ｍ
字
カ
ー

ブ
傾
向
」が
顕
著
に
見
ら
れ
た
が
、近
年
の

女
性
活
躍
政
策
の
推
進
に
よ
り
、こ
の
Ｍ

字
カ
ー
ブ
も
改
善
傾
向
に
あ
る
。一
方
で
、

女
性
の
非
労
働
力
人
口
２
８
０
３
万
人
の

う
ち
依
然
と
し
て
２
６
２
万
人
の
女
性
が

就
業
を
希
望
し
て
い
る
状
況
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、男
女
格
差
も
大
き
な
課
題

だ
。
各
国
の
社
会
進
出
に
お
け
る
男
女

格
差
を
示
す
指
標「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ

プ
指
数（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
調
査
）」

が
昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た
が
、日
本
は

１
４
９
か
国
中
１
１
０
位
、主
要
７
か
国

中
で
は
最
下
位
だ
っ
た
。女
性
の
労
働
参

加
は
進
ん
だ
が
、女
性
リ
ー
ダ
ー
の
割
合

は
世
界
的
に
見
て
も
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況

だ
。た
と
え
ば
、上
場
企
業
に
お
け
る
女

性
役
員
の
比
率
は
４・１
％（
２
０
１
８
年
）

で
、政
府
目
標
の
２
０
２
０
年
10
％
に
は
及

ん
で
い
な
い
。昨
年
６
月
に
は
上
場
企
業
に

対
し
、女
性
を
取
締
役
に
登
用
す
る
こ
と

を
求
め
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド

の
改
訂
も
実
施
さ
れ
た
が
、女
性
役
員
を

増
や
す
た
め
に
は
役
員
候
補
と
な
る
女
性

幹
部
の
層
を
厚
く
す
る
必
要
が
あ
り
、経
済

産
業
省
で
は
、様
々
な
業
種
・
規
模
の
企
業

に
お
け
る
次
世
代
の
幹
部
候
補
の
女
性
社

員
を
対
象
と
し
た「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
」

に
関
す
る
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
る
。

Bas i c  exp l ana t i on

基 本 解 説
I N T E R V I E W

　1993年、津田塾大学学芸学部英文学科卒業後、安田火災海上保険（株）（現・損害保

険ジャパン日本興亜（株））に入社。主に法人営業や保険金支払業務に従事するとともに、

人事部にて「働き方改革」「要員構造改革」を多角的に推進。2017年７月、経済産業省

に入省、現職に着任。日本企業における女性活躍・ダイバーシティ経営の推進を担当し、

女性リーダー育成、女性起業家等支援ネットワーク構築事業等にも携わる。

経済産業省
経済産業政策局
経済社会政策室長

小田 文子氏

フェーズ 0

（起業という
選択肢を
知らない）

フェーズ 1

潜在ニーズ

フェーズ 2

起業準備

StepⅠ
情報収集段階

StepⅡ
具体的準備段階

フェーズ 3

起業・事業拡大

StepⅠ
スタートアップ

StepⅡ
創業 3～5 年

StepⅢ
創業 5 年～

（図表1）起業準備フェーズ

女
性
の
起
業
に
対
す
る
支
援

企
業
に
お
け
る

女
性
活
躍
の
推
進

5 4

Next Japan

5 4

Next Japan Next Japan



ら
な
い
な
ど
。一
方
、支
援
す
る
側
の
課
題

は
、創
業
希
望
者
が
ど
こ
に
い
る
の
か
、ど

う
い
う
支
援
を
求
め
て
い
る
の
か
、実
施
し

よ
う
と
し
て
い
る
事
業
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
か
な
ど
が
分
か
ら
な
い
、あ
る
い
は
創
業

に
際
し
て
の
女
性
特
有
の
問
題
や
事
業
が

知
り
た
い
な
ど
だ
。こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
中
で
、女
性
の
起
業
希
望
者
が
地
方

自
治
体
の
創
業
支
援
機
関
に
相
談
に
行

く
と
、「
で
は
事
業
計
画
書
を
出
し
て
下
さ

い
」と
言
わ
れ
た
り
す
る
。事
業
計
画
書

の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
女
性
の
中
に
は
、

そ
こ
で
打
ち
ひ
し
が
れ
て
し
ま
い
、起
業
を

諦
め
て
し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
経
済
産
業
省
で
は
２
０
１
６
年

度
か
ら「
女
性
起
業
家
等
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

地
域
の
金
融
機
関
、産
業・創
業
支
援
機
関

等
を
中
心
と
し
た「
女
性
起
業
家
等
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
全
国
10
か
所
に
設
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
機
関
や
女
性
起
業
家
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
有
機
的
に
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、起
業
を
目
指
す
全
フ
ェ
ー
ズ
の
女

性
を
確
実
に
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
と
い
う
も
の

だ（
図
表
２
）。特
に
、こ
れ
ら
の

支
援
は
１
回
で
終
わ
り
で
は
な

く
伴
走
型
で
実
施
す
る
点
が
特

徴
だ
。ほ
か
に
も
、フ
ェ
ー
ズ
０・１

層
向
け
に
起
業
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
、「
こ
の
く
ら

い
の
事
業
な
ら
私
に
も
で
き
る

か
も
」と
思
っ
て
頂
く
こ
と
で
起

業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
な
ど
、

起
業
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
や

情
報
交
換
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
特
徴
的
な
点
と
し

て
、女
性
起
業
家
等
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
広
域
連
携

支
援
が
あ
る
。こ
れ
は
、多
様
な

女
性
起
業
家
を
支
援
す
る
に
あ

た
り
、単
独
の
支
援
機
関
の
み

で
は
対
応
が
で
き
な
い
サ
ポ
ー

ト
を
、地
域
や
支
援
機
関
の
種

別
を
超
え
て
連
携
し
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
、女
性
起
業
家
へ
の
多
様
な

支
援
メ
ニ
ュ
ー・
機
会
の
提
供
を
目
指
す
も

の
だ
。た
と
え
ば
、２
０
１
６
年
12
月
に
仙

台
市
で
開
催
し
た「
東
北
起
業
女
子
応
援

フ
ェ
ア
」で
は
、女
性
起
業
家
に
よ
る
起
業

体
験
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、先
輩
女

性
起
業
家
と
の
個
別
相
談
ブ
ー
ス
、税
・
融

資
相
談
の
ブ
ー
ス
な
ど
を
設
置
し
、１
０
２

名
の
参
加
者
の
８
割
が「
今
後
、何
ら
か
の

起
業
支
援
を
受
け
た
い
」と
回
答
し
た
。

　

さ
ら
に
、地
域
に
よ
っ
て
は
、起
業
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
。
中
国
地

域
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
同
地
域
初

の
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

「
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ（
ソ
エ
ル
）」も
そ
の
一
例
で
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
も
主
催
者
の
一
企
業
と
し
て
ご

協
力
頂
い
て
い
る
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、優

良
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
顕
在
化
促
進
と
、地
域

の
女
性
起
業
家
と
支
援
者
と
の
出
会
い
の

場
の
提
供
を
通
じ
て
、フ
ェ
ー
ズ
０
・１
層

の
起
業
意
欲
を
醸
成
す
る
こ
と
が
狙
い
と

な
っ
て
い
る
。

　

多
様
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
と
言
え
る
の
が「
女
性
起

業
家
支
援
コ
ン
テ
ス
ト（
通
称
：
ジ
ョ
キ
コ

ン
）」だ
。女
性
起

業
家
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
た

コ
ン
テ
ス
ト
は
世

に
多
い
が
、本
コ

ン
テ
ス
ト
は
女
性

起
業
家
を
支
援
す
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
に
光
を
浴
び
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、女
性

起
業
家
の
育
成
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が

効
果
的
か
を「
見
え
る
化
」す
る
も
の
だ
。

こ
う
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、全
体
数

の
少
な
い
女
性
起
業
家
の
支
援
者
に
対
す

る
認
知
度
を
高
め
、取
り
組
み
の
横
展
開

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

—

女
性
起
業
加
速
に
向
け
た
意
気

込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、女
性

起
業
家
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
的

に
形
成
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活

動
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
の
で
、こ
の
機

運
を
高
め
て
い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
我
々

も
全
国
に
出
向
き
、支
援
家
の
皆
様
に
対

す
る
後
方
支
援
に
力
を
入
れ
た
い
。女
性

は
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
非
常
に
上

手
な
の
で
、後
進
の
育
成
も
含
め
、そ
の
輪

を
広
げ
て
い
っ
て
頂
き
、さ
ら
な
る
活
発
化

を
期
待
し
て
い
る
。我
々
も
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
引
き
続
き
有
効
な
政
策
を
検
討

し
、取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
だ
。

（
注
１
）ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業
１
０
０
選
・
新
１
０
０
選
：

２
０
１
２
年
度
か
ら
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業

１
０
０
選
」の
選
定
が
始
ま
り
、２
０
１
５
年
度
か
ら
新

た
な
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、「
新
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業

１
０
０
選
」が
始
ま
っ
た
。

（
注
２
）ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
２
・０
：「
多
様
な
属
性
の
違
い
を
活
か

し
、個
々
の
人
材
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と

に
よ
り
、付
加
価
値
を
生
み
出
し
続
け
る
企
業
を
目
指

し
て
、全
社
的
か
つ
継
続
的
に
進
め
て
い
く
経
営
上
の
取

り
組
み
」の
こ
と
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
１
・０
が
形
式
重
視

型
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、２
・０
で
は
競
争
戦
略
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

生活関連
サービス業

コンサルティング
事業

コンサルティング
事業

コンサルティング
事業

教育、
学習支援業

教育、
学習支援業

教育、
学習支援業

教育、
学習支援業

生活関連
サービス業

医療、福祉 医療、福祉卸売業、小売業

卸売業、小売業医療、福祉

生活関連
サービス業

生活関連
サービス業

生活関連
サービス業

生活関連
サービス業

順
位
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1

2
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第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

T h e  D B J  W o m e n  E n t r e p r e n e u r s  C e n t e r

起業を目指す
女性等 地域代表機関

代表機関

金融機関

産業・創業
支援機関

構成機関

構成機関

先輩
女性起業家

投資機関

女性起業家支援・
キャリア支援機関

①相談

②伴走型の支援
③取次ぎ、紹介

コワーキング
インキュベーション

女 性 起 業 家 等 支 援 ネットワ ーク の 一 例

地域中核企業経済産業局

大学・
教育機関 

地方自治体

男女共同
参画センター

④具体的アドバイス

（図表2）女性起業家等支援ネットワーク構築事業スキーム

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、女
性
に
よ
る
新
し
い
視
点

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
新
た
な
経
済
の
成
長

と
社
会
の
変
革
の
原
動
力
と
捉
え
て
、

２
０
１
１
年
11
月
に「
女
性
起
業
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち
上
げ
、２
０
１
２
年

か
ら「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
女
性
新
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」を
毎
年
実
施
し
て
い

る
。こ
れ
ま
で
計
６
回
の
コ
ン
ペ
応
募
数

は
累
計
２
１
２
１
件
で
、応
募
業
種
は
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
が
多
い（
図
表
）。

　
コ
ン
ペ
で
募
集
す
る
事
業
は
、創
業
期

（
５
年
以
内
、未
創
業
可
）の
女
性
経
営

者
に
よ
る
事
業
で
、初
め
て
事
業
を
営
む

人
、第
２
創
業
も
対
象
と
な
る
。主
な
審

査
基
準
は
、①
大
き
な
成
長
が
期
待
で
き

る
事
業
、②
新
規
性
あ
る
い
は
高
い
付
加

価
値
が
期
待
で
き
る
事
業
、③
経
営
者
の

３
つ
だ
。応
募
さ
れ
た
プ
ラ
ン
の
中
か
ら
、

１
次
審
査（
書
類
）、２
次
審
査（
面
談
）、

最
終
審
査
会
を
経
て「
大
賞
」「
優
秀
賞
」

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞
」「
事
業
奨
励

賞
」を
決
定
す
る
。こ
の
う
ち「
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ザ
イ
ン
賞
」は
、世
界
的
に
社
会
起

業
家
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、社
会
の
課

題
解
決
に
資
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
注
）の
観
点
も
踏
ま
え

て
評
価
す
る
も
の
で
、２
０
１
７
年
の
第

６
回
コ
ン
ペ
か
ら
創
設
さ
れ
た
。

　

コ
ン
ペ
受
賞
者
に
は
創
業
を
後
押

し
で
き
る
事
業
奨
励
金（
大
賞
は
最
大

１
０
０
０
万
円
、優
秀
賞
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ザ
イ
ン
賞
は
各
最
大
５
０
０
万
円
、事

業
奨
励
賞
は
１
０
０
万
円
）を
支
給
す
る

と
と
も
に
、事
後
支
援
を
１
年
間
行
う
。

更
に
、コ
ン
ペ
終
了
後
も
受
賞
者
お
よ
び

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト（
最
終
審
査
対
象
者
）を

対
象
に
し
た
事
後
支
援
を
し
て
い
る
。具

体
的
に
は
、起
業
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・
取
引
先
紹
介
、

外
部
経
営
者
や
有
識
者
と
も
連
携
し
た

メ
ン
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
事
業
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
。ま
た
、受
賞
者
だ
け
で

な
く
応
募
し
た
女
性
起
業
家
を
対
象
に
、

起
業
や
経
営
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、こ
れ
か
ら
も
情
熱
と
志
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
変
え
る
女
性
起
業
家
の
挑

戦
を
、専
門
家
・
地
域
の
方
々
と
も
連
携

し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

 　

次
ペ
ー
ジ
以
降
で
は
、第
４
回
か
ら
第

６
回
の
コ
ン
ペ
大
賞
受
賞
者
３
人
の
起
業

の
経
緯
、ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
と
今
後
の
展

開
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
注
）Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
。Sustainable 

D
evelopm

ent G
oals

の
略
。２
０
１
５
年
９
月
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る

社
会
の
実
現
の
た
め
、２
０
３
０
年
を
年
限
と
す
る
17
の

国
際
目
標
。

（図表）第6回までの受賞事業上位3業種
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「女性起業大賞」受賞

矢島 里佳氏
（株）和える（東京都品川区）

DBJ女性新ビジネスプランコンペティション第4回

の
活
動
を
通
じ
て
日
本
の
伝
統
文
化
の
魅

力
に
惹
か
れ
、先
人
た
ち
が
つ
な
い
で
き
た

智
慧
や
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
将
来
に
残
し

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
後
、

大
学
時
代
に
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
週

刊
誌
の
連
載
企
画
を
持
ち
込
み
実
現
。全

国
の
伝
統
産
業
の
職
人
と
出
逢
い
、さ
ま

ざ
ま
な
技
術
・
素
材
に
触
れ
る
中
で
、モ
ノ

を
通
し
て
伝
統
を
伝
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
世
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

と
こ
ろ
が
、「
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
子
ど

も
の
時
か
ら
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
伝
統
産
業
品
を
生
み
出
し
、次
世
代
に

日
本
の
伝
統
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
が
、そ
れ
を
叶
え
ら
れ
る
会
社

は
見
当
た
ら
ず
、そ
の
結
果
、自
ら
新
し
い

仕
事
を
生
み
出
す
と
い
う
選
択
肢
が
自
然

と
湧
い
た
」と
言
う
。こ
う
し
て
２
０
１
１

年
３
月
、大
学
４
年
生
の
最
後
に
矢
島
氏

は
そ
れ
ま
で
抱
い
て
き
た
想
い
を
実
現
す

べ
く
、起
業
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
事
業

は
７
つ
あ
る
。そ
の
中
の
１
つ
が
空
間
を
通

し
て
伝
統
を
伝
え
る〝
ａｅｒｕ 

ｒｏｏｍ
〟事

業
だ
。具
体
的
に
は
、ホ
テ
ル
の
宿
泊
時
に

そ
の
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
、伝
統
産
業
の
職
人
の
技
を
活
か

し
て
部
屋
の
空
間
全
体
を
し
つ
ら
え
る
。

２
０
１
６
年
以
降
、長
崎
、姫
路
、奈
良
に

〝
ａｅｒｕ 

ｒｏｏｍ
〟を
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

２
０
２
０
年
に
は
京
都
で
も
開
業
す
る
予

定
だ
。「
日
本
に
は
ホ
テ
ル
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、私
た
ち
が
地
域
の
歴
史
や
伝
統

を
伝
え
る
お
部
屋
を
作
り
、新
た
な
価
値

を
生
み
出
し
た
い
の
で
す
」（
矢
島
氏
）。

　

他
に
も
、職
人
の
技
を
活
か
し
て
世
界
に

１
つ
だ
け
の
モ
ノ
を〝
お
誂
え
〟（
＝
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
）す
る〝
ａ
ｅ
ｒ
ｕ 

ｏ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｒ
ａ
ｅ
〟

事
業
、お
気
に
入
り
の
大
切
な
器
を
伝
統

の
方
法
で
直
す〝
ａ
ｅ
ｒ
ｕ 

ｏ
ｎ
ａ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
〟

事
業
な
ど
が
進
行
中
で
、和
え
る
が
創
業

20
年
を
迎
え
る
２
０
３
１
年
に
は
、約
10

以
上
の
事
業
を
立
ち
上
げ
る
予
定
だ
。一

見
す
る
と
ハ
イ
ペ
ー
ス
な
印
象
を
受
け
る

が
、矢
島
氏
は「
私
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と

を
一
方
的
に
事
業
化
し
て
い
く
わ
け
で
は

な
く
、伝
統
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
着
実
に
見

極
め
て
か
ら
事
業
化
し
て
い
き
ま
す
。こ
の

先
も
三
方
良
し
で
事
業
を
育
ん
で
い
き
ま

す
」と
話
す
。

　

矢
島
氏
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
女
性
コ
ン
ペ
で
大
賞

を
受
賞
し
た
の
は
２
０
１
５
年
度
の
第
４

回
目
。審
査
で
は
、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
伝

統
産
業
品
に
触
れ
、そ
の
魅
力
を
知
る
こ

と
で
伝
統
産
業
を
通
し
て
、豊
か
な
暮
ら

し
、か
つ
職
人
の
雇
用
も
創
出
す
る
と
い

う
社
会
的
意
義
の
あ
る
モ
デ
ル
。入
念
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
伝
統
工
芸
産
地
で
の

丁
寧
な
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
高
い
戦
略
性

と
そ
の
実
践
に
お
け
る
戦
術
性
」が
評
価

さ
れ
た
。

　

受
賞
後
嬉
し
か
っ
た
の
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
地

域
や
地
域
金
融
機
関
と
共
同
で
行
う
セ
ミ

ナ
ー
で
の
講
演
機
会
が
増
え
た
こ
と
だ
と

い
う
。「
起
業
家
に
と
っ
て
一
番
の
応
援
と

は
、自
社
の
社
名
を
広
め
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、ど
の
よ
う
な
社
会
課
題
に
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
て
、そ

こ
に
人
々
が
お
客
さ
ま
と
し
て
参
画
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
変
化
に
ど
う
関
係

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、と
い
う
深
い
所

ま
で
お
伝
え
す
る
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
で

す
」。講
演
を
通
じ
て
、矢
島
氏
は
和
え
る

の
存
在
理
由
を
伝
え
、起
業
を
目
指
す
人

た
ち
に
共
に
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う

と
呼
び
か
け
る
。

　

矢
島
氏
が
目
指
す
の
は
、１
０
０
年
、

１
０
０
０
年
先
も
健
康
で
生
き
続
け
る
企

業
だ
。そ
の
た
め
に
は
、こ
れ
か
ら
も
ゆ
っ
く

り
と
丁
寧
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
事
業
の
仕

組
み
を
創
り
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。「
先
人
の
智
慧
と
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
感
性
や
感
覚
を
和
え
た
丁
寧
な
暮
ら

し
を
生
み
出
し
、皆
さ
ん
と
共
に『
文
化
経

済
大
国
日
本
』と
い
う
新
た
な
時
代
を
切

り
拓
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」

　

和
え
る
の
事
業
に
共
感
す
る
人
が
１
人

で
も
増
え
る
こ
と
が
、矢
島
氏
の
願
い
を
叶

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。こ
こ
は
じ
っ
く
り

と
、そ
の
挑
戦
を
見
守
り
た
い
。

　

も
と
も
と
、食
材
に
調
味
料
を
加
え
て

味
を
絡
ま
せ
る
と
い
う「
和
え
る
」の
意
味

を
矢
島
氏
は
、「
異
素
材
同
士
が
お
互
い
の

形
も
残
し
、お
互
い
の
魅
力
を
引
き
出
し

合
い
な
が
ら
１
つ
に
な
る
こ
と
で
、よ
り
魅

力
的
な
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
こ
と
」

と
説
く
。ユ
ニ
ー
ク
な
社
名
に
込
め
た
の
は
、

「
日
本
の
伝
統
や
先
人
の
智
慧
」
と「
今

を
生
き
る
私
た
ち
の
感
性
・
感
覚
」を
混
ぜ

る
の
で
は
な
く
和
え
る
こ
と
で
、人
々
の
暮

ら
し
に
伝
統
産
業
の
技
術
を
活
か
し
な
が

ら
、先
人
の
智
慧
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い

と
い
う
想
い
だ
。

　

矢
島
氏
は
、中
学
・
高
校
で
の
茶
華
道
部

　
（
株
）和
え
る（
ａ
ｅ
ｒ
ｕ
）は
、代
表
取
締
役
の
矢
島
里
佳
氏
が「
日
本
の
伝
統
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
た
い
」と
の
想
い
か
ら
、大
学
４
年
時
の
２
０
１
１
年
３
月
に
起
業
し
た
会
社

だ
。翌
12
年
に
は
、子
ど
も
た
ち
が
幼
い
頃
か
ら
日
本
の
伝
統
に
出
逢
え
る
環
境
を
創
る

べ
く
〝
０
か
ら
６
歳
の
伝
統
ブ
ラ
ン
ド
ａ
ｅ
ｒ
ｕ
〟
を
立
ち
上
げ
、日
本
の
伝
統
産
業
の
技

術
を
活
か
し
た
赤
ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
向
け
日
用
品
の
販
売
を
開
始
し
た
。そ
の
後
も
、日

本
の
伝
統
や
先
人
の
智
慧
を
さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
の
場
面
で
活
か
す
仕
組
み
を
開
発
し

な
が
ら
、次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

Case
Study1

「バブル崩壊は、おカネだけで人間は豊かに
なれないことを教えた。だから、株式会社では
あっても『足るを知る』ということを考えなけ
ればならない。和えるは右肩上がりの急成長
は目指していません。ある一定の成長を遂げ
た暁には、緩やかな丘を登るように、毎年同
程度の決算額でもよいと考えています」

株式会社 和える
代表取締役

矢島 里佳氏

伝
統
を
伝
え
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

次
世
代
に
つ
な
ぐ

取
り
組
み

千
年
先
も

生
き
続
け
る
企
業
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「女性起業大賞」受賞

毛見 純子氏
kay me（株）（東京都中央区）

DBJ女性新ビジネスプランコンペティション第5回

営
資
源
を
動
か
し
た
い
と
ボ
ス
ト
ン
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
経
営
戦

略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
。そ
し
て

２
０
０
８
年
、30
歳
で
独
立
し
て
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
立
ち
上
げ
、代
表
に

就
任
し
た
。た
だ
、実
は「
Ｈｏｗ
は
分
か
っ

て
も
、本
当
に
や
り
た
い
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ（
事
業

テ
ー
マ
）が
な
か
な
か
見
え
な
い
日
々
が
続

い
て
い
た
」と
言
う
。そ
し
て
４
年
の
時
が

流
れ
て
い
く
。

　

運
命
の
時
は
突
然
訪
れ
る
。２
０
１
１

年
３
月
11
日
、東
日
本
大
震
災
が
起
き
た

そ
の
日
の
こ
と
。
出
張
先
の
名
古
屋
か
ら

急
遽
、帰
京
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、新
幹

線
が
止
ま
っ
て
い
て
仕
方
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
に
宿
泊
し
た
。「
そ
の
夜
で
す
。天
井

を
見
て
い
て
突
然
、人
生
に
は
限
り
が
あ

る
、自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
カ
タ
チ

に
残
さ
な
く
て
は
！
と
感
じ
た
の
で
す
。そ

し
て
思
い
つ
い
た
の
が
、働
く
女
性
を
応
援

す
る
ジ
ャ
ー
ジ
ー
素
材
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
会

社
で
し
た
。実
は
独
立
後
も
い
ろ
い
ろ
な
事

業
ア
イ
デ
ア
を
考
え
続
け
て
い
た
の
で
す

が
、大
震
災
の
夜
、い
ろ
い
ろ
な
点
が
繋
が
っ

て
事
業
が
カ
タ
チ
に
な
っ
た
。〝
自
分
の
使

命
が
降
っ
て
き
た
〟と
い
う
感
じ
で
し
た
」

　

働
く
女
性
を
応
援
す
る
仕
事
服
と
は
、

ど
う
い
う
服
な
の
か
。「
目
指
し
た
の
は
、

私
自
身
が
課
題
に
思
っ
て
い
た
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
エ
レ
ガ
ン
ト
だ
け
ど
服
選
び
に
も
服

の
ケ
ア
に
も
時
間
を
使

わ
な
く
て
よ
い
、そ
し
て

１
日
中
ラ
ク
で
い
ら
れ

る
仕
事
服
で
す
。３・
11

の
夜
、当
時
、私
が
仕
事

服
と
し
て
愛
用
し
て
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ
性
の

あ
る
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ
て

仕
事
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
改
善
し

拡
げ
た
い
と
心
底
思
い
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
毛
見
氏
は
翌
日
か
ら
早
速
、

行
動
を
開
始
し
た
。ア
パ
レ
ル
の
世
界
は

ま
っ
た
く
の
素
人
で
、頼
れ
る
の
は
仕
事
仲

間
や
個
人
的
な
友
人
・
知
人
、そ
れ
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
し
か
な
か
っ
た
が
、そ
れ
ら

を
駆
使
し
て
、洋
服
作
り
に
不
可
欠
な
パ

タ
ン
ナ
ー（
デ
ザ
イ
ン
画
を
元
に
型
紙
を
作

る
職
人
）を
探
し
、そ
の
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
生
地
の
調
達
商
社
を
紹
介
し
て
も

ら
う
と
い
っ
た
形
で
、一
気
呵
成
に
事
業
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
いっ
た
。そ
し
て
、

わ
ず
か
４
か
月
で
新
会
社
を
設
立
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　

ま
た
毛
見
氏
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

サ
ー
ビ
ス
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。た
と
え

ば
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
顧
客
の
獲
得
だ
。

「
想
定
す
る
メ
イ
ン
の
お
客
さ
ま
層
は
情

報
感
度
が
高
く
、信
頼
の
お
け
る
方
に
勧

め
て
も
ら
っ
た
も
の
を
信
頼
す
る
と
い
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
の
意
味
で
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
一
番

適
し
て
い
ま
し
た
」

　

あ
る
い
は
試
着
便
サ
ー
ビ
ス
。「
自
宅
や

会
社
や
出
張
先
の
ホ
テ
ル
に
上
限
25
万
円

ま
で
の
商
品
を
届
け
、試
着
し
て
か
ら
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
送

サ
ー
ビ
ス
で
、単
価
は
３
万
〜
４
万
円
な
の

で
６
〜
７
着
は
試
せ
る
。こ
れ
が
す
ご
く
好

評
で
し
た
」

　

自
ら
徹
底
し
た
お
客
さ
ま
目
線
に
立
ち

な
が
ら
ｋａｙ 

ｍｅ
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上

に
努
め
る
毛
見
氏
。そ
の
姿
勢
が
顧
客
か

ら
の
厚
い
信
頼
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
女
性
コ
ン
ペ
に
は
２
度
目
の
応
募

で
大
賞
を
射
止
め
た
。「
起
業
後
、い
つ
か
は

大
賞
を
と
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。挑
戦
す

る
女
性
を
応
援
す
る
と
い
う
ｋａｙ 

ｍｅ
ブ

ラ
ン
ド
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
る
の
で
、私
自
身
挑

戦
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

受
賞
後
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
か

ら
の
支
援
で
役
立
っ
た
の
は
、Ｉ
Ｔ
専
門
家

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
だ
と
い
う
。「
Ｉ
Ｔ
企
業

経
営
者
と
の
数
回
の
面
談
で
、最
新
の
Ｉ

Ｔ
ト
レ
ン
ド
や
ユ
ニ
ー
ク
な
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

（
顧
客
接
点
）の
作
り
方
な
ど
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。専
門
家
か
ら
で
な
け
れ
ば

得
ら
れ
な
い
内
容
で
、今
、そ
の
成
果
が
事

業
に
活
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

毛
見
氏
に
は
今
後
５
年
以
内
に
実
現
し

た
い
計
画
が
２
つ
あ
る
。海
外
拠
点
の
整
備

と
組
織
の
拡
大
だ
。す
で
に
２
０
１
５
年
に

設
置
し
た
英
国
法
人
を
含
め
、「
欧
米
、ア

ジ
ア
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
拠
点
作
り
を
進

め
る
と
同
時
に
、内
部
の
組
織
も
今
の
10

倍
位
に
大
き
く
し
た
い
。ｋａｙ 

ｍｅ
を
グ

ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
る
こ
と
で
、世
界

中
の
活
躍
す
る
女
性
を
応
援
し
た
い
の
で

す
。そ
れ
を
実
現
し
な
い
う
ち
は
死
ね
ま

せ
ん
」と
笑
顔
で
言
い
切
る
毛
見
氏
。そ
の

口
調
か
ら
は
正
真
正
銘
の
決
意
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

「起業を志す方の中には、後ろを向かずとも

前へ進まないといった感じの人が意外と多

い。実は自ら自分の可能性を潰しているわけ

です。起業には、自分がピュアに考えたことを

否定せず実行すること、自分の脳裏に浮かん

だものを信じることが大事だと思います」

kay me 株式会社
代表 兼 リードデザイナー

毛見 純子氏

Case
Study2

　

働
く
女
性
の
間
で
今
、静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る

仕
事
服
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
。２
０
１
１
年
７
月
に
登
場
し

た「
ｋ
ａ
ｙ 

ｍ
ｅ
」だ
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
一
瞬
で
華
や

か 

ず
っ
と
ラ
ク
」。生
み
の
親
は
、働
く
女
性
の
３
６
５
日

を
応
援
し
た
い
と
い
う
想
い
で
ｋ
ａ
ｙ 

ｍ
ｅ（
株
）を
立
ち
上

げ
た
毛
見
純
子
氏
だ
。活
躍
す
る
女
性
が
仕
事
服
に
抱
く

課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
独
創
的
な
発
想
が
、企
業
の
管

理
職
や
経
営
者
、弁
護
士
、医
師
、講
演
者
な
ど
各
分
野

で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
か
ら
の
支
持
を
受
け
、国
内
外
で

フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
る
。

　

毛
見
氏
の
起
業
家

と
し
て
の
原
点
は
、幼

少
期
ま
で
遡
る
。「
呉

服
屋
を
切
り
盛
り
す

る
祖
母
の
後
ろ
姿
を
見

て
い
て
商
売
は
面
白
い
と
思
っ
た
。い
つ
も

笑
顔
、自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
お
客
さ
ま
と

接
す
る
祖
母
が
私
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ

た
」と
言
う
。

　

大
学
卒
業
後
、ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
へ
入
社
し
、４
年
間
営
業
職
と
し
て
活

躍
し
た
。そ
の
後
、ヒ
ト
・モ
ノ・
カ
ネ
の
経

３
・
11
の
夜
、

使
命
が〝
降
っ
て
き
た
〟

働
く
女
性
を
応
援
す
る

仕
事
服

受
賞
後
の
支
援
を

事
業
に
活
か
す
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「女性起業大賞」受賞

川島 史子氏
（株）クラウドクリニック（東京都港区）

DBJ女性新ビジネスプランコンペティション第6回

育
を
行
う
会
社
の
立
ち
上
げ
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。だ
が
、そ
の
矢
先
に
父
親

を
癌
で
亡
く
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、在

宅
医
療
の
世
界
を
知
る
と
同
時
に
そ
の

重
要
性
に
気
づ
く
。そ
の
時
、川
島
氏
は

自
身
が
過
去
に
経
験
し
て
き
た
医
療
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
医
師
事
務
作
業
補
助
業
務
の

ス
キ
ル
が
在
宅
医
療
に
活
か
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、「
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
の
医
師
た
ち
に
同
行
し
て
現
場
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、必
要
な
知
識
を
吸
収
し
な

が
ら
、約
１
年
を
か
け
て
、在
宅
医
療
を

支
え
る
ク
ラ
ウ
ド
型
医

師
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ

て
い
っ
た
」と
言
う
。

　

ク
ラ
ウ
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
は
、３
つ
の
分
野
に
７
種
類
を
数
え

る
。ま
ず
医
療
機
関
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、①
サ
マ
リ
ー
作
成
代
行
、②
カ
ル
テ
記

載
代
行
、③
書
類
記
載
代
行
、④
診
療
報

酬
算
定
・チ
ェッ
ク
、そ
し
て
患
者
向
け
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、⑤
受
電
・
架

電
対
応
、⑥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
立
案
、さ
ら
に
多

職
種
連
携
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、⑦
連
携
先

機
関（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー・
訪
問
介
護
員
・
家

族
等
）と
の
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
だ
。「
こ
れ

ら
は
す
べ
て
現
場
の
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
す
。実
際
の
在
宅
医
療

の
現
場
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
も
ら
い
、１
つ

１
つ
形
に
し
て
き
ま
し
た
」（
川
島
氏
）

　

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

の
が
、資
格
や
ス
キ
ル
を
持
ち
な
が
ら
も
、

結
婚
や
出
産
、介
護
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
に
よ
り
医
療
の
現
場
か
ら
離
れ
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
女
性
た
ち
だ
。
現

在
、潜
在
看
護
師
だ
け
で
も
約
71
万
人
い

る
と
言
わ
れ
、そ
の
再
戦
力
化
が
社
会
的

課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、川
島
氏
は
ク
ラ
ウ

ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
業
が
女
性
の
働
き
方

改
革
に
も
繋
が
る
と
し
て
、次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
常
勤
希
望
者
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
な

が
ら
少
し
の
時
間
な
ら
働
き
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
は
多
い
。
当
社
で
も
看
護
師
を
始

め
、医
療
事
務
、介
護
福
祉
士
、薬
剤
師
の

資
格
を
持
ち
、子
育
て
や
介
護
を
し
な
が

ら
も
短
時
間
な
ら
働
き
た
い
と
い
う
ス
タ
ッ

フ
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。会
社
設
立
時
か

ら
裁
量
労
働
制（
注
１
）に
基
づ
く
短
時
間

正
社
員
制
度（
注
２
）を
導
入
し
て
い
る
の

も
、そ
の
た
め
で
す
」

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
女
性
コ
ン
ペ
で
の
大
賞
受
賞
後

は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
組
織
作
り
の
サ
ポ
ー
ト
を

依
頼
し
た
。「
今
後
の
事
業
拡
大
に
向
け

て
テ
ィ
ー
ル
組
織（
注
３
）を
実
現
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、そ
の
具
体
的
方
法
を

相
談
で
き
る
メ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
頂
き

ま
し
た
。課
題
図
書
に
基
づ
い
て
ス
タ
ッ
フ

の
意
識
改
革
を
実
践
し
、そ
の
結
果
を
メ

ン
タ
ー
に
報
告
す
る
。こ
の
１
年
間
、そ
れ

を
繰
り
返
し
て
、実
際
に
ス
タ
ッ
フ
の
自
主

性
や
責
任
感
が
向
上
し
て
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
」

　

起
業
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、社
員
30
名
、オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
２
か
所（
東
京
、福

岡
）、契
約
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
20
軒
を
数

え
る
ま
で
に
な
っ
た
。だ
が
、在
宅
医
療
の

将
来
を
考
え
る
と
、こ
の
規
模
で
は
増
加

す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
な
い
こ
と
は
明
ら

か
だ
。そ
の
た
め
川
島
氏
は
今
、事
業
規

模
の
拡
大
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

「
全
国
に
１
万
５
０
０
０
の
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

患
者
数
が
増
え
続
け
る
中
、在
宅
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
は
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、こ
の
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
と

予
想
さ
れ
、そ
こ
を
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で

き
る
か
が
課
題
で
す
」

　

さ
ら
に
川
島
氏
に
は
、事
業
の
拡
大
を

通
じ
て
叶
え
た
い
目
標
が
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
は
、個
人
の
診
療
情
報
を
一
元
的
に

管
理
・
保
存
で
き
る
パ
ー
ソ
ナ
ル・ヘ
ル
ス・レ

コ
ー
ド（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）を
実
現
す
る
こ
と
だ
。

「
本
来
、カ
ル
テ
情
報
は
患
者
さ
ん
の
も
の

で
あ
り
、医
師
し
か
知
ら
な
い
診
療
情
報

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。患
者
さ
ん

が
自
分
の
医
療
情
報
を
把
握
し
、そ
れ
を

関
係
者
全
員
が
共
有

す
る
こ
と
で
患
者
さ
ん

を
支
え
合
う
よ
う
な
世

の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
。

そ
の
た
め
に
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の

実
現
が
必
要
な
の
で
す
」

　
「
今
で
は
、こ
の
事
業
が
私
の
人
生
の
使

命
だ
と
思
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
」と
力

強
く
語
る
川
島
氏
。そ
の
視
線
の
先
に
見

据
え
る
の
は
、日
本
の
在
宅
医
療
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
ク
ラ
ウ
ド
ク
リ
ニッ
ク
だ
。

（
注
１
）裁
量
労
働
制
：
実
際
の
仕
事
時
間
量
に
関
係
な
く
、

労
使
間
で
定
め
た
時
間
だ
け
働
い
た
と
見
な
し
て
労
働

賃
金
を
支
払
う
仕
組
み
。

（
注
２
）短
時
間
正
社
員
制
度
：
育
児
・
介
護
等
と
仕
事
を
両

立
し
た
い
、決
ま
っ
た
日
時
だ
け
働
き
た
い
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
人
材
に
、勤
務
時
間
・
日
数
を
フ

ル
タ
イ
ム
正
社
員
よ
り
も
短
く
し
な
が
ら
活
躍
し
て
も

ら
う
た
め
の
仕
組
み
。

（
注
３
）テ
ィ
ー
ル
組
織
：
個
々
人
が
主
体
的
な
意
思
を
持
ち
、

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ベ
ー
ス
に
自
由
に
協
働
す
る

組
織
。次
世
代
型
組
織
モ
デ
ル
と
し
て
世
界
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
立
は
、川
島

氏
が
培
っ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
と
も

言
え
る
。大
学
で
は
社
会
福
祉
を
学
ん
だ

後
、病
院
相
談
員
を
経
て
、医
療
系
の
研

究
機
関
や
企
業
に
勤
務
。名
古
屋
大
学
医

学
部
付
属
病
院
で
共
同

研
究
員
と
し
て
医
療
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス

開
発
に
携
わ
る
中
で
、

医
療
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
教

　
（
株
）ク
ラ
ウ
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、父
親
の
病
死
を
機
に
在
宅
医
療

の
重
要
性
に
気
づ
い
た
川
島
史
子
氏
が
２
０
１
５
年
に
起
業
・
設
立
し

た
会
社
だ
。そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、電
子
カ
ル
テ
入
力
、医
事
会
計
な
ど

在
宅
医
療
の
煩
雑
な
事
務
作
業
を
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
活
用
し
た
遠

隔
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
受
託
し
、現
場
の
医
師
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
も
の
。サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
結
婚
・
出
産
・
介
護
等

で
離
職
し
た
女
性
の
医
療
・
介
護
等
有
資
格
者
で
、医
師
の
負
担
軽

減
と
い
う
社
会
的
課
題
と
女
性
の
働
き
方
改
革
を
同
時
に
解
決
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

Case
Study3

「男性よりも女性の方が、社会に対する問

題意識や常識を疑ってチャレンジする力が

強いと思います。起業には覚悟が必要です

が、女性の同志の皆さんと一緒に、より良い

世の中にするためにチャレンジし続けたいと

思っています」

株式会社 クラウドクリニック
代表取締役

川島 史子氏 （写真中央）

キ
ャ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル

と
し
て
の
起
業

女
性
の
働
き
方
改
革

に
も
繋
が
る

日
本
の
在
宅
医
療

イ
ン
フ
ラ
へ
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ジ
メ
ン
ト
と
い
う
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
果
実
を
手
に
入
れ
な
い
と
競
争
力
を
勝

ち
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

—

す
で
に
グ
ー
グ
ル
や
バ
イ
ド
ゥ
は
東

大
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
買
収
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
主
流
は
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
マ
テ
リ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
な

ど
基
礎
研
究
で
あ
る
デ
ィ
ー
プ
サ
イ
エ
ン
ス

を
技
術
基
盤
と
す
る
も
の
が
主
だ
が
、こ

れ
ら
の
技
術
は
事
業
化
ま
で
に
相
当
の
年

数
が
か
か
る
の
で
、Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
前
提
と
し
た

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
で
は
、最
初
の
５
年
で
投
資
を
行

い
、残
り
の
５
年
間
で
回
収
す
る
と
い
っ
た

通
常
の
10
年
間
の
Ｖ
Ｃ
の
フ
ァ
ン
ド
で
は
担

げ
な
い
。だ
か
ら
、大
企
業
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
Ｍ
＆
Ａ
す
る
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
な

け
れ
ば
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
Ｖ
Ｃ
が
支
援

す
る
と
い
う
こ
と
が
先
に
進
ま
な
い
。そ
の

意
味
で
、こ
れ
ま
で
日
本
の
大
企
業
が
大

学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
買
う
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、今
後
は
日
本
企
業
も
買
収
に
動
く

と
い
う
こ
と
は
我
が
国
も
次
な
る
ス
テ
ー

ジ
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
変
化
が
、東
大
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の（
株
）ユ
ー
グ
レ
ナ
の
出
雲
社
長
が

ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
の
フ
ァ
ン
ド
を
作
っ
た
よ

う
に
、成
功
し
た
起
業
家
の
中
で
Ｖ
Ｃ
の

分
野
に
入
っ
て
く
る
人
が
現
れ
て
い
る
こ
と

だ
。Ｖ
Ｃ
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
は
、目
利
き
能
力

が
あ
り
リ
ス
ク
も
と
れ
る
人
が
Ｖ
Ｃ
を
や
っ

て
初
め
て
い
い
方
向
に
行
く
の
だ
が
、こ
れ

が
今
や
っ
と
実
現
し
始
め
て
い
る
。も
ち
ろ

ん
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
比
べ
る
と
ま
だ
周

回
遅
れ
だ
が
、日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
の

シ
ス
テ
ム
も
次
の
段
階
に
入
っ
た
と
言
え

る
動
き
だ
。

—

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

と
比
較
し
た
時
に
、日
本
の
課
題
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　

一
番
は
起
業
化
と
い
う
人
の
連
鎖
だ
。

１
９
５
７
年
に
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
と
い
う
会
社
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
中
心
地
サ
ン
ノ
ゼ
で
半
導
体
ビ
ジ
ネ
ス
を

始
め
て
以
来
、フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
か
ら
離
れ

た「
フ
ェ
ア
チ
ル
ド
レ
ン
」と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
が
多
く
の
半
導
体
関
連
企
業
を
創
業

し
た
。イ
ン
テ
ル
も
そ
の
中
の
ロ
バ
ー
ト・ノ

イ
ス
、ゴ
ー
ド
ン・ム
ー
ア
、ア
ン
デ
ィ・グ
ロ
ー

ブ
の
３
人
が
創
業
し
た
も
の
だ
。ま
た
、

１
９
３
０
年
代
、ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

電
気
工
学
科
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク・タ
ー
マ
ン
教

授
が
、当
時
学
生
だ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム・ヒ
ュ
ー

レ
ッ
ト
と
デ
イ
ビ
ッ
ド・パ
ッ
カ
ー
ド
に
出
会

い
、彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
で
ヒ
ュ
ー

レ
ッ
ド
パ
ッ
カ
ー
ド（
Ｈ
Ｐ
）社
が
生
ま
れ
た
。

あ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ・ジ
ョ
ブ
ズ
も
Ｈ
Ｐ
が
縁
で

ス
テ
ィ
ー
ブ・ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
と
出
会
い
、

１
９
７
６
年
に
ア
ッ
プ
ル
を
共
同
創
業
し
た
。

　

ほ
か
に
も
１
９
７
６
年
に
で
き
た
バ
イ

オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
ジ
ェ

ネ
ン
テ
ッ
ク
の
場
合
は
、「
ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク

マ
フ
ィ
ア
」と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
が
い
ろ
い

ろ
な
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
作
っ
て
い
っ
た
。

今
、一
番
大
き
な
伝
播
の
拠
点
に
な
っ
て
い

る
の
が「
ペ
イ
パ
ル
マ
フ
ィ
ア
」と
呼
ば
れ
る

起
業
家
た
ち
で
、そ
の
出
身
者
に
は
ス
ペ
ー

ス
Ｘ
の
イ
ー
ロ
ン・マ
ス
ク
や
リ
ン
ク
ト
イ
ン

を
作
っ
た
リ
ー
ド
・ホ
フ
マ
ン
な
ど
が
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
の
連
鎖
は
日
本
で
も
生
ま

れ
は
じ
め
て
い
る
が
、米
国
の
場
合
、す
で
に

そ
う
し
た
人
の
連
鎖
の
サ
イ
ク
ル
が
３
〜
４

周
回
っ
て
い
る
。時
間
が
か
か
る
と
は
い
え
、

今
後
さ
ま
ざ
ま
な〝
チ
ル
ド
レ
ン
〟や〝
マ
フ
ィ

ア
〟の
起
業
家
た
ち
が
次
の
世
代
に
暖
簾
分

け
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
、日
本
も
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
的
な
形
に
近
づ
い
て
い
く
と
思
う
。

—

各
務
先
生
に
は
２
０
１
２
年
か
ら
５

年
間
、「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
女
性
新
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
審
査
員
を
ご
担

当
頂
き
ま
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
印
象
を

持
た
れ
ま
し
た
か
。

　

Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
農
業
や
漁
業
の
６
次
産

業
化
を
図
る
事
業
、１
本
何
十
万
円
も
す

る
最
高
級
茶（
ボ
ト
ル・テ
ィ
ー
）の
開
発
・

製
造
と
い
う
独
自
の
着
眼
に
基
づ
く
事
業
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
２

次
流
通
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
事
業
、ま
た
、

そ
の
５
年
間
は
ち
ょ
う
ど
震
災
復
興
期
と

も
重
な
っ
た
の
で
東
北
の
復
興
に
貢
献
す

る
事
業
、さ
ら
に
は
男
性
に
は
な
い
着
眼
で

日
本
の
伝
統
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
事
業
な

ど
、毎
年
、新
し
い
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、女
性
な

ら
で
は
の
新
機
軸
の
提
案
が
多
く
生
ま
れ

て
いっ
た
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。

—

女
性
の
起
業
に
対
す
る
期
待
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、短
時
間
で
働
い
て
も
そ
れ
が
フ

ル
タ
イ
ム
の
職
業
人
と
同
等
に
扱
わ
れ
な

い
社
会
が
続
く
と
す
れ
ば
、女
性
に
と
っ
て

起
業
は
、自
ら
切
り
拓
く
世
界
の
中
で
自

身
の
価
値
を
見
出
す
、ま
た
自
分
の
働
き

方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
組
織
を
作
る
と

い
う
意
味
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
働
く
選
択

肢
か
も
し
れ
な
い
。今
後
、起
業
す
る
女

性
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る

と
、一
気
に
起
業
へ
の
流
れ
が
加
速
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

—

近
年
の
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環

境
の
変
化
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
中
に
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
、大
企
業
、ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
Ｖ
Ｃ
）、大
学
な
ど
が
あ
る
が
、こ
こ
に
来
て

強
く
感
じ
る
の
は
、大
企
業
の
間
で
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト（
契
約
や
連

携
）な
く
し
て
自
ら
も
生
き
残
れ
な
い
と
い

う
考
え
方
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
だ
。

　

典
型
的
な
例
が
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）だ
。

２
０
１
６
年
１
月
、米
国
に
ト
ヨ
タ・リ
サ
ー

チ・イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
と
い
う
Ａ
Ｉ
技
術
研

究
所
を
設
立
し
、Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ（
米
国
防
高
等

研
究
計
画
局
）か
ら
Ａ
Ｉ
の
カ
リ
ス
マ
と
い
わ

れ
る
ギ
ル・プ
ラ
ッ
ト
氏
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
招

聘
し
た
。そ
し
て
翌
17
年
に
１
億
ド
ル
を
投

じ
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
に
特
化
し
た
フ
ァ

ン
ド
を
設
立
し
た
。ま
さ
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

と
の
連
携
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

ほ
か
に
も
、日
本
の
名
だ
た
る
大
企
業

が
、イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
立
っ
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
み

つ
つ
あ
る
。

—

そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

１
つ
に
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
ベ
ー
ス
が
あ
ま
り
に
も
多
岐
に

拡
大
し
て
い
る
た
め
、も
は
や
必
要
な
す
べ

て
の
技
術
領
域
を
自
前
で
持
つ
形
が
現
実

的
で
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。こ
れ
は
特

に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
顕
著
で
、昔

は
極
端
に
言
え
ば
、薬
を
作
る
の
も
有
機

合
成
の
化
学
者
が
主
で
で
き
た
が
、今
は
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス（
情
報
科
学
）や
バ
イ
オ

ロ
ジ
ー（
生
物
学
）な
ど
幅
広
い
分
野
の
研

究
者
を
雇
い
入
れ
な
け
れ
ば
薬
が
作
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
面
で
の
変
化

も
あ
る
。Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ（
年
金
積
立
金
管
理
運

用
独
立
行
政
法
人
）の
資
産
額
１
５
６
兆

円（
２
０
１
８
年
３
月
末
時
点
）の
運
用
先

は
、す
で
に
52
％
が
国
内
外
の
エ
ク
イ
テ
ィ

だ
。こ
の
年
金
資
金
が
日
本
の
上
場
企
業

に
対
し
て
、Ｒ
Ｏ
Ｅ
等
の
高
い
収
益
性
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。ピ
ー
タ
ー・ド
ラ
ッ

カ
ー
は
１
９
７
６
年
に『
見
え
ざ
る
革
命

（
Ｕｎｓｅｅｎ 

Ｒｅｖｏ
ｌｕ
ｔ
ｉｏｎ
）』と
い

う
著
書
の
中
で
、世
界
の
上
場
企
業
は
基

本
的
に
は
年
金
が
牛
耳
る
よ
う
に
な
る
と

し
て
年
金
基
金
社
会
主
義（
Ｐｅｎｓ
ｉｏｎ  

Ｆｕｎ
ｄ 

Ｓｏｃ
ｉａ
ｌ
ｉｓｍ
）を
論
じ
た
が
、

そ
の
大
津
波
が
日
本
企
業
に
押
し
寄
せ
て

き
て
い
る
こ
と
も
自
前
主
義
か
ら
の
脱
却

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
だ
。

　

日
本
企
業
は
も
は
や
自
前
の
研
究
開
発

で
は
な
く
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
エ
ン
ゲ
ー

東京大学教授　
産学協創推進本部

イノベーション推進部長

各務 茂夫氏

　一橋大学商学部卒業、スイスIMEDE（現IMD）経
営学修士（MBA）、米国ケースウェスタンリザーブ大
学経営学博士。ボストンコンサルティンググループを経
て、戦略コンサルティング会社コーポレイトディレクショ
ン（CDI）の設立に創業パートナーとして参画、取締役
主幹、米国CDI上級副社長兼事務所長を歴任。学
位取得後、世界最大のエグゼクティブサーチ会社の1
つハイドリック＆ストラグル社にパートナーとして入社。
2002年東京大学大学院薬学系研究科教員となり、
04年東京大学産学連携本部教授・事業化推進部
長に就任。04年～13年まで（株）東京大学エッジキャ
ピタル監査役。13年4月から産学協創推進本部イノ
ベーション推進部長。大学発ベンチャー支援、アントレ
プレナーシップ教育等に取り組む。12年～16年まで
日本政策投資銀行主催の「DBJ女性新ビジネスプラ
ンコンペティション」の審査委員を務める。

日
本
に
お
け
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
動
向

I N T E R V I E W

新
た
な
段
階
を
迎
え
た

日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境

人
の
連
鎖
か
ら
生
ま
れ
た

シ
リ
コン
バレ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
増
加
で

女
性
の
起
業
が
加
速
す
る
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動産・売掛債権担保を活用した
ABL型債務保証で
企業の資金調達ニーズに応える
　企業の成長資金としてニューマネーの供給拡大が求められる中で、新たなファイナンス手法として期待される

のがABL（Asset Based Lending:資産担保融資）だ。ABLは、不動産等の従来型担保に依存せず、企業が保

有する在庫や売掛債権等を担保として融資を行う金融手法で、米国では広く活用されている。日本政策投資銀行

（DBJ）は2004年に日本初の在庫を担保としたABLを実施して以来、企業再生ファイナンス分野において、企業

支援と債権保全の両立のためABLスキームを開発し活用してきた。近年は、企業再生ファイナンス分野で培った

ABLスキーム構築力を活かして、企業の成長資金提供に向けたABLの活用にも積極的に取り組んできている。

　

企
業
に
と
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｌ
は
、資
金
調
達

手
段
の
多
様
化
や
運
転
資
金
の
確
保

等
の
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。す
な
わ

ち
、不
動
産
等
の
固
定
資
産
を
有
し
な

い
、ま
た
は
有
し
て
は
い
る
も
の
の
担
保

余
力
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
、在
庫

や
売
掛
債
権
等
の
流
動
資
産
を
担
保

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
新
た
な
資
金

調
達
が
、ま
た
、季
節
変
動
等
に
よ
り

資
金
需
要
が
高
ま
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
場
合
に
、在
庫
や
売
掛
債
権
等
の
増

減
に
応
じ
た
運
転
資
金
の
確
保
が
、そ

れ
ぞ
れ
可
能
に
な
る
。

　

日
本
に
お
い
て
Ａ
Ｂ
Ｌ
は
、実
務
面
・

制
度
面
で
の
課
題
が
阻
害
要
因
と
な
っ

て
普
及
が
遅
れ
て
い
た
が
、法
制
度
の

改
正
や
国（
経
済
産
業
省
、金
融
庁
）、

日
本
銀
行
に
よ
る
取
り
組
み
の
強
化

等
を
背
景
に
、次
第
に
そ
の
活
用
が
進

む
よ
う
に
な
っ
た（
図
表
１
）。

　

そ
う
し
た
中
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
も
Ａ
Ｂ
Ｌ

の
普
及
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
い
る
。市
中
金
融
機

関
で
は
在
庫
や
売
掛
債
権
を
担
保
と

し
て
評
価
す
る
こ
と
が
難
し
く
、在
庫

や
売
掛
債
権
を
担
保
と
す
る
場
合
で

も
、通
常
融
資
が
可
能
な
場
合
の
添
え

担
保（
担
保
価
値
を
積
極
的
に
は
評
価

し
な
い
補
足
的
な
担
保
）と
し
て
活
用

す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。一
方
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
、業
況
が
好
調
な
企
業
に

加
え
、業
況
が
厳
し
く
、資
金
調
達
に

悩
ん
で
い
る
企
業
の
在
庫
や
売
掛
債
権

も
対
象
と
し
、主
要
担
保
と
し
て
の
位

置
づ
け
で
臨
ん
で
き
た
こ
と
が
、特
徴

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

Ａ
Ｂ
Ｌ
の
普
及
に
向
け
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の

取
り
組
み
事
例
と
し
て
、２
０
０
６
年
の

米
国
ゴ
ー
ド
ン・ブ
ラ
ザ
ー
ズ・グ
ル
ー
プ

と
の
連
携
、２
０
１
５
年
の
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行（
現
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
。

以
下
、「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂａｎ
ｋ
」）と
の
業

務
提
携
が
あ
る
。

《
ゴ
ー
ド
ン・ブ
ラ
ザ
ー
ズ・ジ
ャ
パ
ン
設
立
》

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
２
０
０
６
年
７
月
、動
産
評

価
、動
産
換
価（
動
産
の
現
金
化
）の
分

野
で
世
界
最
大
手
の
米
国
ゴ
ー
ド
ン・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ・グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
、日

本
初
の
本
格
的
な
在
庫
評
価
・
処
分
会

社
と
な
る（
株
）ゴ
ー
ド
ン・ブ
ラ
ザ
ー
ズ・

ジ
ャ
パ
ン（
以
下「
Ｇ
Ｂ
Ｊ
」）を
設
立
し
た
。

　

Ａ
Ｂ
Ｌ
の
普
及
を
阻
む
課
題
の
１
つ

が
、担
保
価
値
の
評
価
や
担
保
物
件
の

換
価
処
分
の
難
し
さ
だ
。企
業
が
保
有

す
る
在
庫
の
種
類
は
、機
械
設
備
、時

計
・
宝
飾
品
、家
電
製
品
、ア
パ
レ
ル
製

品
、酒
類
等
、非
常
に
幅
広
く
か
つ
そ
の

価
値
は
日
々
変
動
す
る
た
め
、担
保
と

し
て
の
価
値
を
常
に
正
し
く
評
価
・
管

理
す
る
こ
と
は
難
し
い
。ま
た
、デ
フ
ォ

ル
ト
時
の
在
庫
処
分
に
伴
う
純
換
価

額（
担
保
換
価
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る

金
額
か
ら
換
価
経
費
を
差
し
引
く
こ

と
で
得
ら
れ
る
金
額
）も
多
様
だ
。そ

の
た
め
、Ａ
Ｂ
Ｌ
の
本
場
米
国
で
も
実

際
の
評
価
や
換
価
作
業
は
金
融
機
関

で
は
な
く
外
部
の
Ａ
Ｂ
Ｌ
関
連
サ
ー
ビ

ス
専
門
会
社
が
行
っ
て
い
る
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

の
連
携
後
、Ｇ
Ｂ
Ｊ
は
動
産
の
評
価
・
換

価
、動
産
の
価
値
を
裏
付
け
に
し
た
融

資
・
出
資
の
専
門
会
社
と
し
て
、幅
広
い

動産・売掛債権担保を活用したABL型債務保証で
企業の資金調達ニーズに応える

他
に
先
駆
け
て

Ａ
Ｂ
Ｌ
に
取
り
組
む

Ａ
Ｂ
Ｌ
普
及
に
向
け
た

取
り
組
み
事
例

0％

50％

20
07
年

20
08
年

20
09
年

20
10
年

20
11
年

20
12
年

20
13
年

20
14
年

20
15
年

20
16
年

100％

48.7 53.0 52.4 50.8 52.1 55.8
60.8

69.7 70.7 66.6

50.4 46.1 47.6 48.5 46.3 41.7
36.8

29.4 25.9
27.1

0.9 0.9 0.0 0.7 1.6 2.5 2.4 0.9 3.4 6.7

無回答 これまでに実績がない これまでに実績がある

（出所）帝国データバンク「企業の多様な資金調達手法に関する実態調査　調査報告書」2018年3月

（図表1）ABLの実績推移
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動産ビジネスと
ABLの活用

I N T E R V I E W
金
融
機
関
や
事
業
会
社
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。

《
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂａｎ
ｋ
と
の
Ａ
Ｂ
Ｌ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
お
け
る
業
務
提
携
》

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
２
０
１
５
年
１
月
、Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
と
Ａ
Ｂ
Ｌ
を
活
用
し
た
債
務

保
証
に
関
す
る
業
務
提
携
の
覚
書
を

締
結
し
た
。そ
の
目
的
は
、両
行
が
そ

れ
ぞ
れ
培
っ
て
き
た
Ａ
Ｂ
Ｌ
お
よ
び
動

産
担
保
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
・
深
化

を
通
じ
て
、担
保
と
し
て
未
だ
有
効
活

用
さ
れ
て
い
な
い
在
庫
や
売
掛
債
権
と

い
っ
た
資
産
を
活
用
で
き
る
ス
キ
ー
ム

を
構
築
し
、成
長
資
金
と
し
て
の
ニ
ュ
ー

マ
ネ
ー
の
供
給
を
図
る
こ
と
だ
。

　

こ
の
業
務
提
携
に
よ
り
、①
お
客
さ

ま
が
保
有
す
る
在
庫
や
売
掛
債
権
に
対

し
、両
行
が
共
同
担
保
を
取
得
し
、②

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂａｎ
ｋ
が
行
っ
た
融
資
に
対

し
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
債
務
保
証（
以
下
、「
Ａ

Ｂ
Ｌ
型
債
務
保
証
」）を
行
う
。こ
の
Ａ

Ｂ
Ｌ
型
債
務
保
証
に
よ
り
、お
客
さ
ま

に
は
新
た
な
資
金
調
達
の
可
能
性
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂ
ａｎ
ｋ
と
の
業
務
提
携

後
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
よ
る
第
１
号
の
Ａ
Ｂ
Ｌ
型

債
務
保
証
案
件
と
な
っ
た
の
が
、米
国

大
手
ゴ
ル
フ
用
品
メ
ー
カ
ー・キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ

ゴ
ル
フ
の
日
本
法
人
キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
ゴ
ル
フ

（
株
）（
以
下
「
キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
社
」
）向

け
の
融
資
だ
。

　

キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
社
で
は
、日
米
金
利
差
を

活
か
し
た
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
資
金
調
達

コ
ス
ト
の
低
減
、お
よ
び
キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
社

の
日
本
国
内
で
の
資
金
調
達
の
機
動
力

向
上
を
図
る
べ
く
、Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂａｎ
ｋ
に

融
資
を
打
診
し
た
。Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂａｎ
ｋ

で
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
か
ら
の
Ａ
Ｂ
Ｌ
型
債
務
保

証
を
橋
頭
堡
と
し
て
、キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
社

と
の
新
規
取
引
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
ス
キ
ー
ム
は
、「
キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
社

が
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂａｎ
ｋ
と
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
担
保

を
提
供
し
、万
一
返
済
が
滞
っ
た
場
合

は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
社
の
代
わ

り
に
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
に
対
し
て
融

資
を
返
済
し
た
う
え
で
、担
保
を
売
却

す
る
こ
と
に
よ
り
資
金
を
回
収
す
る
」

と
い
う
も
の
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
Ａ
Ｂ
Ｌ
型

債
務
保
証
の
検
討
・
実
行
に
あ
た
り
、

Ｇ
Ｂ
Ｊ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
を
活
用
し

た（
図
表
２
）。

　

本
融
資
に
対
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
保
証
は

２
０
１
５
年
１
月
に
開
始
し
た
が
、そ
の
間

に
キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
社
と
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｂａｎ
ｋ
の

取
引
実
績
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
た
こ

と
か
ら
２
０
１
８
年
１
月
に
Ａ
Ｂ
Ｌ
型

債
務
保
証
契
約
は
終
了
し
た
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
Ａ
Ｂ
Ｌ
型
債
務
保
証
付

ロ
ー
ン
の
活
用
は
、キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
社
の

ケ
ー
ス
の
よ
う
な
相
対
の
融
資
取
引
だ

け
で
な
く
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
に
お

い
て
も
可
能
だ
。具
体
的
に
は
、シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
へ
の
参
加
を
検
討
す
る
金

融
機
関
か
ら
見
て
、①
あ
る
業
種
に
つ
い

て
十
分
な
経
験
／
知
識
が
無
い
、②
売

上
の
急
成
長
等
何
ら
か
の
気
に
な
る
点

が
あ
る
、③
お
客
さ
ま（
債
務
者
）と
の

取
引
履
歴
が
十
分
で
な
い
た
め
保
全
の

な
い
融
資
検
討
は
難
し
い
、等
の
理
由

で
各
金
融
機
関
の
融
資
審
査
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
ま
ず
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
の

組
成
が
難
し
い
案
件
に
対
し
、「
Ｄ
Ｂ
Ｊ

が
担
保
の
提
供
を
受
け
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

ロ
ー
ン
の
返
済
を
保
証
す
る
」と
い
う

形
で
保
全
を
提
供
す
る
こ
と
で
、シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
の
組
成
を
後
押
し
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、在
庫
や
売
掛
債
権
を
活

用
し
た
資
金
調
達
を
検
討
し
て
い
る
お

客
さ
ま
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、金
融
イ
ン
フ
ラ
の
１
つ
で
あ

る
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
を
通

じ
て
、さ
ら
な
る
成
長
資
金
の
供
給
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ
Ｂ
Ｌ
型
債
務
保
証
の

活
用
余
地

動産・売掛債権担保を活用したABL型債務保証で
企業の資金調達ニーズに応える

株式会社 ゴードン・ブラザーズ・ジャパン
代表取締役社長（CEO）

田中 健二氏

貴
社
の
事
業
に
つ
い
て
、ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

弊
社
の
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
は
３
つ
の
サ
ー
ビ

ス
か
ら
構
成
さ
れ
る
。ま
ず「
バ
リ
ュエ
ー
シ
ョ

ン
」で
は
、中
立
・
客
観
的
、定
量
的
に
動
産

の
価
値
を
評
価
す
る
。こ
れ
は
ゴ
ー
ド
ン・ブ

ラ
ザ
ー
ズ
の
シ
ナ
リ
オ
分
析
力
、世
界
最
大

規
模
の
動
産
換
価
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
集
約
さ

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
部
分
で
あ
り
、日
本
で
は
年

間
２
０
０
件
近
く
の
評
価
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
、業
界
で
は
Ｎｏ・１
の
実
績
を
持
つ
。次
に

「
デ
ィ
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」、動
産
を
現
金
化
す

る
換
価
機
能
だ
。ア
パ
レ
ル
業
界
で
の
利
用

が
多
い
が
、滞
留
在
庫
・シ
ー
ズ
ン
在
庫
の
買

い
取
り
や
、ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
と
し
て
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
閉
店
・
改
装
セ
ー
ル
の
運
営
、弊
社

が
持
つ
海
外
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
チ
ャ
ネ

ル
を
活
用
し
売
る
こ
と
で
、ブ
ラ
ン
ド
に
悪

影
響
を
な
る
べ
く
与
え
な
い
形
で
換
価
を
実

現
す
る
需
給
調
整
機
能
を
提
供
し
て
い
る
。

そ
し
て
、３
つ
め
が
動
産
の
価
値
評
価
に
基

づ
き
融
資
・
出
資
の
形
で
資
金
供
給
を
行
う

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
」だ
。

従
来
の
Ａ
Ｂ
Ｌ
に
加
え
、最
近
は
更
に
リ
ス

ク
テ
イ
ク
す
る
形
の
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
エ
ク
イ

テ
ィ
も
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
、弊

社
で
は
金
融
と
動
産
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
フ
ェッ

シ
ョ
ナ
ル
が
活
躍
し
て
い
る
。特
に
、動
産
評
価

に
お
い
て「
Ａ
Ｓ
Ａ
国
際
資
産
評
価
士
」の
資

格
を
持
つ
社
員
を
複
数
擁
し
て
い
る
の
は
強

み
だ
。こ
れ
は
、米
国
鑑
定
士
協
会（
Ａ
Ｓ
Ａ
）

が
認
定
す
る
動
産
評
価
の
グ
ロ
ー
バ
ル
資
格

で
、米
国
で
は
動
産
評
価
に
不
可
欠
な
資
格

と
な
っ
て
い
る
が
、日
本
人
の
取
得
者
は
ま
だ

10
人
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

日
米
に
お
け
る
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
の
違
い
、

ま
た
日
本
で
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
活
用
が
遅
れ
て
い
る

理
由
と
は
。

　

米
国
の
ゴ
ー
ド
ン・ブ
ラ
ザ
ー
ズ
も
、こ
の
30

年
ほ
ど
で
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
上
げ
た
わ

け
だ
が
、米
国
の
場
合
、そ
も
そ
も
日
本
の
よ

う
な
メ
イ
ン
バ
ン
ク
制
度
が
な
く
、目
的
に
応

じ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。た
と
え
ば
、流
通
・
小
売
業
の
会
社

は
仕
入
れ
資
金
と
し
て
、在
庫
商
品
を
担
保

に
借
入
れ
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と
が
普
通
に

行
わ
れ
る
。だ
か
ら
早
く
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
利
用

に
抵
抗
が
な
か
っ
た
面
が
あ
る
。同
時
に
Ａ
Ｂ

Ｌ
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
評
価
や
換
価
な
ど
を

行
う
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
数
多
く
生
ま
れ
、動
産

担
保
法
制
も
早
く
か
ら
整
備
さ
れ
て
利
用

し
易
か
っ
た
点
も
指
摘
で
き
る
。

　

日
本
で
は
２
０
０
６
年
に
弊
社
の
設
立
に

よ
っ
て
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た

わ
け
で
、ま
だ
歴
史
が
浅
い
。大
手
の
評
価

会
社
も
現
在
３
社
し
か
な
く
、換
価
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
の
も
実
質
的
に
弊
社
の
み

だ
。こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
弱
さ
が
、

日
本
で
の
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
普
及
の
遅
れ
を
生
む
構

造
的
な
要
因
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

加
え
て
、日
本
国
内
の
カ
ネ
余
り
状
態
だ
。

担
保
を
提
供
・
評
価
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す

る
と
な
る
と
、ど
う
し
て
も
コ
ス
ト
や
手
間

が
か
か
る
。そ
う
す
る
と
、金
融
緩
和
の
も

と
で
は
ど
う
し
て
も
Ａ
Ｂ
Ｌ
へ
の
ニ
ー
ズ
は
起

き
に
く
く
な
る
わ
け
だ
。た
だ
、資
金
調
達

の
多
様
化
を
図
り
た
い
会
社
や
、業
歴
の
浅

い
会
社
で
信
用
力
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
Ａ

Ｂ
Ｌ
を
使
い
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
一
貫
し
て

存
在
し
て
い
る
。

キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
ゴ
ル
フ
案
件
に
お
け
る
貴
社

の
役
割
と
は
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
よ
る
Ａ
Ｂ
Ｌ
型
債
務
保
証
に
際

し
て
の
担
保
評
価
と
融
資
実
行
後
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
サ
ポ
ー
ト
だ
。モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、

担
保
評
価
の
定
期
的
な
洗
い
替
え（
再
評

価
）が
重
要
と
な
る
。在
庫
商
品
は
日
々
、そ

の
価
値
が
変
動
し
て
い
る
た
め
定
期
的
に
洗

い
替
え
が
必
要
で
、そ
れ
に
よ
っ
て
換
価
率
、

融
資
金
額
も
変
わ
っ
て
く
る
。キ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ

社
の
ゴ
ル
フ
用
品
は
評
価
の
高
い
消
費
財
で
、

担
保
と
し
て
の
適
格
性
は
極
め
て
高
い
の

で
、本
件
の
場
合
も
３
年
間
の
保
証
期
間
を

通
じ
て
担
保
価
値
は
安
定
的
に
推
移
し
た
。

日
本
に
お
け
る
Ａ
Ｂ
Ｌ
活
用
の
見
通
し
に

つ
い
て
。

　
マ
ク
ロ
環
境
要
因
が
一
番
大
き
い
。こ
の
先
、

金
融
の
流
れ
が
引
き
締
め
に
入
る
と
従
来
型
の

無
担
保
融
資
は
激
減
す
る
だ
ろ
う
。そ
う
す
る

と
適
切
な
担
保
を
確
保
し
、適
切
な
担
保
評
価

に
基
づ
い
て
融
資
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が
強
ま

り
、優
良
な
動
産
を
活
用
し
た
い
企
業
を
中
心

に
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
活
用
も
増
え
て
い
く
と
見
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｌ
の
利
用
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
流

通
・
小
売
業
、更
に
は
ア
セ
ッ
ト
を
多
く
有
す

る
製
造
業
の
間
で
、Ａ
Ｂ
Ｌ
が
正
し
く
認
知

さ
れ
、利
用
が
広
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

米
国
で
は
、大
手
流
通
・
小
売
企
業
が
流
通

在
庫
の
仕
入
資
金
と
し
て
Ａ
Ｂ
Ｌ
を
普
通
に

活
用
し
て
い
る
。今
後
、日
本
で
も
Ａ
Ｂ
Ｌ
が

資
金
調
達
に
お
け
る
有
力
な
選
択
肢
の
１
つ

に
な
っ
て
、Ａ
Ｂ
Ｌ
を
使
っ
て
み
よ
う
か
と
い

う
企
業
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
用
品
を
担
保
に

Ａ
Ｂ
Ｌ
を
実
行

ご 融 資

保  証

在庫評価

担保契約（動産）

担保契約（動産）

DBJ

キャロウェイ社

ゴードン・ブラザーズ・ジャパン

三菱東京UFJ銀行
現・三菱UFJ銀行

　（図表2）キャロウェイ社に対するABLのスキーム
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—

貴
社
設
立
の
経
緯
、事
業
の
意
義
か
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
事
業
に
は
３
つ
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。福

島
県
内
の
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
石

炭
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
、福
島
県
浜
通
り
の
復
興
事

業
へ
の
土
木
資
材
の
提
供
、そ
し
て
避
難
解
除
地

区
に
お
け
る
新
規
雇
用
の
創
出
で
す
。

　

福
島
県
に
は
４
つ
の
大
規
模
な
石
炭
火
力

発
電
所
が
立
地
し
て
お
り
、そ
こ
か
ら
年
間
約

１
７
０
万
ト
ン
の
石
炭
灰
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
量
は
国
内
発
生
量
全
体
の
約
19
％
に
相
当

し
、福
島
県
内
に
お
け
る
石
炭
灰
の
有
効
利
用
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。一
方
で
既
存
の
土
木

工
事
用
の
石
は
通
常
、山
を
崩
し
て
作
る
天
然
砕

石
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
砕
い
て
作
る
再
生
骨
材
が

メ
イ
ン
で
す
が
、天
然
砕
石
は
定
期
的
に
放
射
線

の
チ
ェッ
ク
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
再
生
骨
材
も

福
島
県
に
は
解
体
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
が

少
な
く
、し
か
も
破
砕
す
る
と
中
か
ら
放
射
線
が

出
る
と
い
う
風
評
被
害
も
あ
る
な
ど
の
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、こ
の
事
業
が
産

業
副
産
物
の
地
産
地
消
を
実
現
す
る
福
島
復
興

の
切
り
札
と
し
て
計
画
さ
れ
、福
島
県
が
国
と
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・

コ
ー
ス
ト
構
想
」の
一
環
と
し
て
、２
０
１
６
年
３

月
に
弊
社
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

出
資
会
社
は
、（
財
）石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｌ
）、日
本
国
土
開
発（
株
）、新
和
商

事（
株
）の
３
社
で
す
。日
本
国
土
開
発
は
沖
縄
電

力（
株
）、常
磐
共
同
火
力（
株
）お
よ
び
東
北
電
力

（
株
）と
20
年
以
上
に
わ
た
り
石
炭
有
効
利
用
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
し
、Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｌ
は
石
炭
の

高
度
利
用
を
推
進
し
て
い
る
財
団
で
、石
炭
灰
有

効
活
用
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
出
し
て
い
ま

す
。そ
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｌ
が
日
本
国
土
開
発
に
一
緒

に
や
ろ
う
と
呼
び
か
け
て
計
画
が
始
ま
っ
た
の
で
す

が
、日
本
国
土
開
発
は
建
設
業
な
の
で
製
造
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
な
い
。そ
こ
で
生
コ
ン
工
場
を
所
有
す
る

商
社
の
新
和
商
事
に
参
画
し
て
頂
い
た
わ
け
で
す
。

　

新
会
社
設
立・事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、経
済

産
業
省
、福
島
県
、南
相
馬
市
、復
興
庁
か
ら
多

く
の
補
助
金
や
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。プ
ラ
ン

ト
は
２
０
１
７
年
２
月
末
か
ら
建
設
に
入
り
、同

年
11
月
末
に
完
成
。地
元
雇
用
者
を
受
け
入
れ

て
18
年
４
月
か
ら
製
造
を
開
始
、同
年
夏
か
ら
出

荷
を
開
始
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

—

横
田
様
は
本
事
業
の
計
画
段
階
か
ら
関
わ
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｌ
で
石
炭
灰
有
効
利
用
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
際
、ワ
ー
キ
ン
グ
の
ま
と

め
役
だ
っ
た
こ
と
、ま
た
電
力
会
社
と
の
石
炭
灰

有
効
利
用
の
技
術
開
発
を
担
当
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、こ
の
事
業
の
話
が
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｌ
か
ら
日
本

国
土
開
発
へ
持
ち
込
ま
れ
た
時
に
、必
然
的
に
私

に
事
業
計
画
の
立
案
が
任
さ
れ
ま
し
た
。で
す

か
ら
、そ
の
時
点
で
い
ず
れ
社
長
を
任
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
予
感
は
あ
り
ま
し
た
。ま
た

従
来
、日
本
国
土
開
発
が
電
力
会
社
と
の
間
で

行
う
石
炭
灰
の
有
効
活
用
は
技
術
協
力
と
い
う

ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
が
、私
は
社
長
に
今
後
は

事
業
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い
う
進
言
を

し
て
い
た
の
で
、そ
の
点
も
大
き
か
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　—

地
元
雇
用
者
の
皆
さ
ん
の
期
待
も
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

　

新
会
社
が
地
元
に
根
付
く
た
め
に
は
地
元
雇

用
が
大
切
で
す
。社
員
28
人
の
う
ち
、出
資
会
社

か
ら
の
出
向
者
を
除
い
た
20
人
は
全
員
、南
相
馬

市
を
中
心
と
す
る
地
元
出
身
者
で
す
。実
は
復

興
関
連
の
補
助
金
を
受
け
た
会
社
で
も
、人
の
雇

用
が
で
き
ず
撤
退
し
た
と
い
う
例
は
か
な
り
多
い

の
で
す
。弊
社
の
場
合
、地
元
の
方
を
11
人
以
上

雇
用
す
る
こ
と
が
補
助
金
給
付
の
条
件
だ
っ
た
の

で
、住
民
説
明
会
で
真
摯
な
説
明
を
し
た
り
、石

炭
灰
の
収
集
・
運
搬
に
当
た
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

も
正
社
員
と
し
て
募
集
す
る
な
ど
し
て
地
元
雇

用
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

　

地
元
雇
用
者
20
人
の
う
ち
６
人
は
市
外
県
外

地
産
地
消
の
事
業
で

福
島
復
興
に
貢
献
す
る

ふ
る
さ
と
復
興
の
象
徴
と
し
て

地
元
に
愛
さ
れ
る
会
社
に
育
て
た
い

　福島エコクリート（株）（本社・福島県南相馬市）は、福島イノベーション・コースト

構想（注）の一環として、2016年3月に設立された福島復興を目的とした会社だ。

福島県内の石炭火力発電所から発生する石炭灰を主原料とするリサイクル土

木資材の製造・販売を行い、浜通りの新たな雇用の創出と復興事業への土木

資材の供給に貢献する。代表取締役社長の横田季彦氏は、出資会社の1つで

ある日本国土開発（株）で長年、石炭灰の有効利用に関する技術開発を担当。

同社執行役員時代には「福島エコクリート（石炭灰混合材料製造）事業」の実現

に向けて奔走した。また、対外の石炭灰関連の技術委員会においても主要役員

の1人として活動した。そうした経験を買われ、新会社設立と同時に経営を任され

ることになった。今、福島エコクリートを地元に根付かせることを自身の使命と感じ

ながら、28人の社員と共に日々の歩みを重ねている。

福島エコクリート株式会社

　1957年生まれ。1981年に大阪市立大学工学部土
木工学科卒業後、日本国土開発（株）入社。2015年同
社執行役員 土木事業部長、2016年経営管理本部経
営企画室エコクリート担当を経て、同年3月福島エコク
リート（株）代表取締役社長に就任。

代表取締役社長

横田 季彦氏

地
元
雇
用
者
か
ら
の

大
き
な
期
待
と
と
も
に

博士（工学）
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へ
の
避
難
者
で
、こ
の
事
業
の
た
め
に
戻
っ
て
き
た

方
々
で
す
。あ
る
社
員
に
入
社
理
由
を
聞
い
て
み

る
と
、新
規
事
業
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
だ
と
言

い
ま
す
。た
と
え
ば
福
島
県
内
に
既
設
の
第
１
工

場
が
あ
っ
て
、新
た
に
第
２
工
場
を
小
高
区（
福
島

エ
コ
ク
リ
ー
ト
の
所
在
地
区
）に
作
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、第
１
工
場
の
経
験
値
を
持
っ
た
方
が

入
っ
て
く
る
。す
る
と
小
高
区
で
採
用
し
た
方
は

新
参
者
と
な
る
。で
も
弊
社
は
す
べ
て
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
な
の
で
、全
員
が
新
参
者
、全
員
が
同

期
。そ
こ
が
魅
力
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

う
ち
の
常
務
は
よ
く「
我
々
は〝
進
駐
軍
〟な
ん

だ
か
ら
」と
口
に
し
ま
す
。戦
後
の
復
興
と
同
様
、

〝
進
駐
軍
〟は
あ
る
程
度
の
形
作
り
を
し
た
ら
、

あ
と
の
自
立
は
地
元
の
人
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。今
後
は
事
業
部
長
な
ど
の
ポ
ス
ト

に
も
現
地
雇
用
者
の
方
が
就
け
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
し
、若
い
方
に
会
社
を
担
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。今
春
に
は
地
元
の
技
術
系
高
校

か
ら
も
１
人
入
社
し
ま
す
。若
い
方
も
採
用
し
て

い
る
の
で
、こ
の
事
業
が
ず
っ
と
継
続
す
る
よ
う
に

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

—

地
元
社
員
の
皆
さ
ん
と
の
一
体
感
を
強
め

る
た
め
に
、横
田
様
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

　

東
京
と
違
っ
て
皆
、ク
ル
マ
通
勤
な
の
で
、帰
り

に
飲
も
う
と
誘
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん（
笑
）。

だ
か
ら
日
中
で
き
る
だ
け
声
を
か
け
て
世
間
話

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。た
だ
社
員
に
よ
く

言
っ
て
い
る
の
は
、「
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
の
で

は
な
く
自
ら
提
案
し
て
く
れ
」と
。「
ま
っ
た
く

新
し
い
会
社
な
の
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
規
準
な
ど
は

な
い
。こ
う
し
た
方
が
効
率
的
に
な
る
と
思
っ
た

ら
、ど
ん
ど
ん
提
案
し
て
く
れ
」と
。各
部
署
の

責
任
者
に
も「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
貴
方
が
決
め
て

く
れ
」と
伝
え
て
い
ま
す
。

—

こ
こ
ま
で
、ま
ず
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
と
言

え
ま
す
ね
。

　

補
助
金
の
申
請
を
し
て
か
ら
３
年
で
事
業

化
を
実
現
し
て
い
る
例
は
あ
ま
り
な
く
、福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・コ
ー
ス
ト
構
想
下
で
の
事
業
と

し
て
は
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
も
財
務
省
主
計
官
や
復
興
庁
審
議

官
に
よ
る
視
察
が
あ
り
ま
し
た
し
、地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
高
校
な
ど
か
ら
の
視
察
や
講
演
の
依
頼
な
ど

も
あ
り
ま
す
。た
だ
地
元
雇
用
面
で
の
成
果
に

加
え
、目
標
通
り
の
収
益
を
確
保
し
て
初
め
て

成
功
と
言
え
る
と
思
う
の
で
、今
は
ま
だ
ま
だ
。

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
な
の
で
気
を
引
き
締
め
な

が
ら
、ふ
る
さ
と
復
興
の
象
徴
と
し
て
地
元
に
愛

さ
れ
る
会
社
に
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

—

Ｄ
Ｂ
Ｊ
も
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
で
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト・ロ
ー
ン
は
総
事
業
費

の
約
４
割
を
占
め
て
い
た
の
で
、非
常
に
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
こ
の

事
業
に
融
資
し
て
い
る
こ
と
は
、事
業
の
ス
テ
イ
タ

ス
や
信
用
面
で
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
公
的
側
面
の
強
い
組
織
で
あ
る
の
で
、弊
社

事
業
を
支
援
し
て
頂
け
る
と
い
う
こ
と
は
、福
島

復
興
に
意
義
が
あ
る
事
業
と
認
め
て
も
ら
っ
た
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
注
）福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・コ
ー
ス
ト
構
想
：
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所

の
廃
炉
や
被
災
地
域
の
復
興
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、そ
の
周
辺
地

域
に
お
い
て
、廃
炉
、ロ
ボ
ッ
ト
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、農
林
水
産
等
多
岐
に
わ

た
る
分
野
の
研
究
開
発
を
行
い
、浜
通
り
地
域
の
新
た
な
産
業
基
盤

の
構
築
を
目
指
す
も
の
。

島
県
神
山
町
は
、人
口
約
５
３
０
０
人
と
小

規
模
な
が
ら
、全
国
屈
指
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
徳
島
県
の
中
で
も
、首

都
圏
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
多
く
進
出
し

て
い
る
こ
と
で
有
名
な
町
で
あ
る
。オ
フ
ィ
ス
は
ま

ち
な
か
に
あ
る
古
い
民
家
な
ど
を
改
修
し
て
開
設

さ
れ
て
い
る
。広
い
エ
ン
ガ
ワ
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
つ
る

さ
れ
た
軒
先
の
奥
に
あ
る
オ
フ
ィ
ス
か
ら
は
、緑
豊

か
な
風
景
が
広
が
っ
て
お
り
、趣
が
あ
る
執
務
環
境

が
垣
間
見
え
る
。

う
し
た
オ
フ
ィ
ス
周
辺
に
残
る
商
店
街
を

歩
い
て
い
る
と
、手
作
り
の
靴
を
販
売
す
る

店
舗
や
カ
フ
ェ
な
ど
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。聞
け

ば
厚
生
労
働
省
の
求
職
者
支
援
制
度
を
活
用
し
た

「
神
山
塾
」（
数
か
月
の
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
）な
ど
、

起
業
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、若
い
町
内
外
出

身
者
が
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
商
店
街
の
建
物
な
ど

を
改
修
し
て
開
業
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
町
の
創
生
戦
略「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ

な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
７
種
あ
る
施
策

の
１
つ
に「
し
ご
と
づ
く
り
」が
掲
げ
ら
れ
、起
業
支

援
が
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

施
策
に
は
、種
の
段
階
か
ら
、起
業
時
、お
よ
び
起
業

後
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
時
期
ま
で
を
見
据
え
た
支

援
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、特
に
同
町
の
特

徴
が
強
く
出
て
い
る
の
が
企
画
支
援
の
施
策
内
容

で
あ
る
。大
き
く
次
の
３
点
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
支
援
者
を
育
て
る
：
不
用
意
な
関
与
を
行
わ
ず
、

し
か
し
本
人
の
視
界
が
広
が
る
こ
と
を
助
け
な
が

ら
、起
業
の
企
画
を
考
え
る
人
の
よ
い
聞
き
手
と
し

て
伴
走
す
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
有
す
る
人
々
を
育

成
す
る
。

②
刺
激
を
受
け
る
場
を
つ
く
る
：
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
構
え
る
企
業
の
存
在
、す
な
わ
ち
起
業
体

験
者
の
集
ま
り
と
、よ
い
形
で
触
れ
る
こ
と
の
出
来

る
機
会（
起
業
に
必
要
な
刺
激
が
得
ら
れ
る
場
）を

つ
く
る
。

③
新
し
い
組
み
合
わ
せ
が
生
じ
る
場
を
つ
く
る
：

起
業
の
発
端
に
は〝
気
づ
き
〟と〝
ア
イ
デ
ア
〟が
あ

り
、ア
イ
デ
ア
と
は「
新
し
い
組
み
合
わ
せ
」で
あ
る
。

人
と
人
、人
と
場
、人
と
資
源
の
接
点
が
よ
り
良
い

形
で
生
じ
る
場
を
つ
く
る
。

域
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
資
源
は〝
人
〟で
あ

る
と
言
い
切
る
同
町
ら
し
く
、そ
こ
に
集
ま

る
人
々
が
相
互
に
育
て
あ
う
環
境
を
生
み
出
す
こ

と
で
、起
業
す
る
人
が
増
え
、地
域
内
経
済
循
環
が

健
全
化
す
る
こ
と
で
、ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
げ

ら
れ
る
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
、ま
た
個
々
人
の
自
己

実
現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
、プ
ラ
ス
の
循
環
が
生

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

生
起
業
、女
性
起
業
、社
会
的
起
業
、そ
し
て

シ
ニ
ア
起
業
な
ど
、様
々
な
起
業
の
形
が
あ

る
が
、そ
の
原
点
に
あ
る
の
が
個
々
人
の
気
づ
き
、

想
い
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。社
会
が
そ
う

し
た
起
業
の
卵
を
い
か
に
孵
化
し
経
済
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
考
え
る
と
、

卵
が
か
え
る
力
を
信
じ
、つ
か
ず
離
れ
ず
の
適
度
な

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
支
援
が
で
き
る
人
材
の
育
成

と
、起
業
家
が
必
要
な
支
援
を
柔
軟
に
活
用
で
き
る

受
け
皿
の
整
備
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
改
め

て
感
じ
る
。そ
し
て
、地
域
に
お
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
資
源
を
活
か
し
、お
互
い
に
適
度
な
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
つ
つ
、育
て
合
う
環
境
を
醸
成
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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事業

本
当
の
成
功
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
が
正
念
場

起業後の成長過程を示す模式図。プロジェ
クトは直線的でなく、事業化に向けて関数的
な成長曲線を描く。必要な支援の形はその
段階によって異なり、中でも事業化以前の気
づきや想いを練り上げる時間（左図左部分）
の質がその後の展開に大きく作用する。
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